
 

 

 

 

 

 

 

   ２次元検出器を用いた極点測定 

   http://www.geocities.jp/y_craturasuper/index.html 

   他の記事は上記サイトで確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

  ２次元検出器を用いて完全極点図を得るには ODF解析を行う。 

  情報量を多くするため、極点図のα、β方向の間隔は１度で作成 

  同一極点図における複数の極点図のｄｅｆｏｃｕｓ補正を行い 

  極点図のつなぎ合わせを行わないで、ＯＤＦ解析を行う。 

  １度間隔のＯＤＦ図から５度間隔のＯＤＦ図を作成する。（LaboTex） 

ＯＤＦ図が凸凹する場合平滑化を行う。 

   

  データのつなぎ合わせにより、極点図の両端に大きなＥｒｒｏｒが発生します。 

 

  ＯＤＦ図の平滑化にＬａｂｏＴｅｘＯＤＦＦｉｌｅソフトウエアでは 

  φ２方向に歪が発生しています。 

  ＯＤＦ図解析後、再計算極点図をＥｘｐｏｒｔし、 

  ＬａｂｏＴｅｘＴＰＦｔｏＰＦｔｏＯＤＦ３ソフトウエアが適した方法です。 

 

 

 

 

 

    ２０１７年０２月０４日 

    ２０１７年０２月１１日修正 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 



概要 

 ２次元検出器を用いた２Dモード極点測定は高速で測定出来る利点がありますが、注意しなければ 

間違った結果を導いてしまます。利用する為の注意点と利用方法を説明します。 

   ２次元測定では、X線が照射される領域は狭く、疑似集中法に比べ、測定される結晶粒の数が少ない。 

   又、１つの光学系で測定出来る極点図領域は狭い。広くするために、試料と検出器の距離を短くします。 

   短くすると、ｄｅｆｏｕｓが大きくなります。 

   光学系が変われば、ｄｅｆｏｃｕｓも異なります。 

   通常、狭い領域の極点図には面内方向５度間隔の７３イメージデータが必要です。 

   アルミニウムの場合、｛１１１｝，｛２００｝，｛２２０｝極点図を測定する場合 

   測定出来る極点図が狭いため、光学系を変えた複数の極点図を作成します。 

   例えば、光学系を変えた極点図（試料のあおり角度を変えて測定） 

Ｓ｛１１１｝－10、Ｓ｛１１１｝－50 

Ｓ｛２００｝－10、Ｓ｛２００｝－50 

Ｓ｛２２０｝－10、Ｓ｛２２０｝－50 

のような極点図を作成します。 

 同時に、同一光学系で無配向材料による無配向極点図を作成します。 

Ｄ｛１１１｝－10、Ｄ｛１１１｝－50 

Ｄ｛２００｝－10、Ｄ｛２００｝－50 

Ｄ｛２２０｝－10、Ｄ｛２２０｝－50 

  最初に行うのは無配向極点図によるｄｅｆｏｃｕｓ補正です。 

 通常はｄｅｆｏｃｕｓ補正を行った複数の極点図（上記では２つの極点図）から 

 極点図を繋いで１つの極点図とします。 

 ここに問題があります。 

 ２Ｄモードでは、測定出来る結晶粒の数が少ないと考えると、 

 ２つの極点図では光学系が異なっているので重なり合う範囲の極点図は異なっています。 

 無理やり接続すると、極点図の両端に大きなＥｒｒｏｒが発生します。 

 次に、７３個のイメージから、作成する極点図のステップ間隔です。 

 α、βとも５度間隔の極点図を作成するとした場合、上記不完全な極点図を５度間隔で作成すると 

 イメージデータ情報が活用されていません。 

   

  

 



 ７３イメージから測定される極点図 

  傾き 10deg     傾き 50deg 

    

 １度間隔 

    

 ５度間隔（データが粗い） 

    

 イメージデータなら、１度間隔の極点図を作成し、情報量をより多くする。 

 又、極点図は重ならないように測定し、情報量を多くするために繋ぎ合わせは行わない事を勧めます。 

 重ねると重ねた部分の情報量が少なくなります 

 



極点図（1deg間隔）からＯＤＦ解析 

 

LaboTex入力データを作成 

 

        極点図の中心α角度は０度 

 

 LaboTexに読み込み ODF解析（１ｄｅｇ）後、間隔を５度に計算 

  

 

 



ＯＤＦ解析（１ｄｅｇ－＞５ｄｅｇ） 

  

５ｄｅｇのＯＤＦ図（データのつなぎ合わせを行わないでＯＤＦ図が得られます） 

 

５ｄｅｇの再計算極点図 

 

測定領域が狭いため、粗いＯＤＦ図になります。 



ＬａｂｏＴｅｘＴＰＦｔｏＰＦｔｏＯＤＦ３ソフトウエアによる平滑化 

再計算極点図の Export 

  

  

  Cyle=9,Weight=5で平滑化を行う。 

 



  

 

 

 

ＬａｂｏＴｅｘで読み込み 

 １ｄｅｇ－＞５ｄｅｇでＯＤＦ解析を行う。 

 

 

 

 

 

 



 

 

平滑化前     平滑化後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＯＤＦ図の平滑化（この手法では、φ２方向に歪が発生しています） 

入力極点図のステップが 1degを LaboTexで 1->5degに変更するとＪｏｂ１に拡張子ＯＤＦとＯＰＬが出来る。 

変更された ODF図の拡張子．ＯＰＬ （ＯＤＦは 1度ステップ、ＯＰＬは 5度ステップのＯＤＦ図） 

ＯＰＬファイルを読み込み、平滑化を行って新しい Jobに拡張子ＯＤＦファイルとして登録 

 

ＬａｂｏＴｅｘを再起動して確認 

平滑化前のＯＤＦ図    平滑化されたＯＤＦ図 

 

上段：平滑化前の再計算極点図 下段：平滑化された再計算極点図 

 

平滑化は、重みと繰り返しで、如何様にも変えられます。 



アルミニウム材のＣｕｂｅ，Ｇｏｓｓ、Ｂｒａｓｓを各３０％含まれる極点図を考えてみます。 

 ｄｅｆｏｃｕｓ補正の終わった複数の極点図からスタートします。 

 

5度間隔で{111} 10->65, {200}15->70, {220}20->75 

 

 

 

 

 

α方向 

極点図の中心は０度 



入力極点図から計算した ODF図   VolumeFractionを得る 

 

 

 上段：入力極点図、 中段 ODF解析後の再計算極点図、 下段：VolumeFraction 結果の極点図 

 



１度間隔で{111}10->39,42->65, {200}15->48,52->70, {220}20-.54,57->75 

 

 

 

 

入力極点図から計算した ODF図   Goss,Cube,Brass を３０％を得る 

１度間隔の極点図から ODF解析を行い、 

１度間隔の ODF図から５度間隔の ODF図を作成 

重なりがありません 



入力極点図から計算した ODF図   VolumeFractionを得る 

 

  

 

１段、２段：入力極点図、３段：再計算極点図、 ４段:VolumeFractionから計算した極点図 

 

重ねる必要がない事が理解できると思います。 


